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英語でのプレゼンテーション

英語多読マラソン

藤井 数馬
基盤共通教育系 准教授

Fuji i  Kazuma

　授業内外で行っている、これら様々な英語学習の
成果を把握する機会として、TOEIC L&Rテストを年
に６回学内で実施し、定期的なフィードバックが受
けられるようにしています。また、昨年度はTOEIC 
S&Wテストも試行的に行い、より多角的に成果を
把握できるよう、適切な試験実施についても検討を

　私たちは、英語教育の根幹は授業にあると考え、
各教員の専門や経験を生かした特色ある指導を行っ
ています。具体的には、プレゼンテーション、音読、
リスニング演習、多読多聴、精読、エッセイライティ
ングなどを採り入れることで英語４技能をバランス
よく向上させる指導を行い、これら指導にペアやグ
ループでの活動を適宜取り入れることによって、学生
が飽きずに主体的に学べるよう工夫もしています。
また、TOEIC対策や、英語とSDGsをともに学べるク
ラスなども開講し、学生の幅広いニーズに応えなが
ら、語学センター全体としてタスク・ハンドリングの
力と言語リソースの双方を育成するようカリキュラム
設計をしています。

技大で国際体験

授業を重視
きめ細かな指導と支援

授業外での英語学習機会の充実

　多くの学生の出身校である高専は、普通科高校と
比較して英語の授業時間が少ない現実があります。
授業は学習を保証する貴重な場であることを考える
と、本学では、授業を入口にして、授業外での自律的
な英語学習習慣を形成することが、英語力向上のた
めに殊に重要となります。
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　こうした教育で基礎的な英語力を確実に身につけ、各研究室での研

究、海外実務訓練、リサーチインターンシップなどに繋げることで、本

学の教育全体としてより高い英語力に繋げられるよう、今後も改善を

続けてまいります。

本ページの内容が
まとめられた
リーフレット

特 集

　本学における英語教育の目的は、本学の学生にとって必要な

＜英語力＞とは何かを考え、その英語力を高めるための教育指

導を行うことにあります。語学センターでは、英語力を、「タス

ク・ハンドリングの力」と、「言語リソース」の両面から考え、指導

しています。前者は英語で何ができるのかという観点です。例え

ば、英語論文を精確に読む、研究内容を国際会議で発表すると

いったことが本学学生の重要なタスクといえるでしょう。そして、

これらタスクを実現させるためには、頭の中に豊かな言語リソー

ス（語彙力、文法力など）を蓄積しておく必要もあります。これが

後者の観点です。

　私たちは、このビジョンを持ちながら、学生の英語力を高める

ためのきめ細かな指導や支援を授業内外で行っています。ここ

ではその概要を説明します。

本学における英語教育のビジョン本学における英語教育のビジョン

長岡技術科学大学に
おける英語教育

0101 始めています。加えて、学部１、３年生にはプレース
メントテストを４月に実施し、結果に応じてクラス編
成をしてきめ細かな指導を行うとともに、学部３年
生を対象に英語力の底上げのためのコース（LIFE
コース）を１学期に開講しています。

　この問題意識の下、2018年度から始めたのが英
語多読マラソンです。授業内外で多読を行い、一定
の読量に達した学生を表彰することで自律学習を支
援しています。TELL（The English Learner’s Lab）と
いう昼休みを利用した学生主導の英語学習活動（現
在、コロナ禍により休止中）も同じ目的で運営したも
のです。また、附属図書館内あるいは電子図書とし
て多読図書やTOEIC対策本などを豊富に揃え、キャ
ンパス外でも英語学習ができる環境を整えていま
す。学部２年生を対象にしたカーティン大学での英
語研修も、課外での貴重な英語学習機会として運営
しており、来年度以降の再開に向けて検討していま
す。さらに、2020年度から全学的な英語教育改善
の一環として、EdulinX社によるe-learning学習
コースが本格的に導入されました。学部１～３年生
には語学センターが主となり、学部４年生、修士学
生には各分野が主となりながら、学内で協働して英
語教育に当たる体制があることは、本学が誇れると
ころだと思います。
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　機械系で実施している少しユニークな英語教育（科
目）を紹介します。学部３年生向けに開講されている
「科学技術英語」という科目で、基盤共通教育系のド
ライアー先生と機械系の私が担当しています。授業内
容は、技術英語を対象とした英文読解力や語彙力の
向上のための演習のほか、ネイティブ教員が話す英語
の聞き取り演習などがあり、他の科目とは一線を画し
たものとなっています。特に、ネイティブスピーカーと
対面でのインタラクティブな場が体験できることは、
海外留学や国際会議参加を目指している学生さんには
とても有意義であろうと思います（誤解を恐れずに言
えば、無料でネイティブと会話ができるだけでもお得
感があります）。この授業では2回のショートプレゼン
テーションが課され、それらを通じて基本的な英語プ
レゼンテーションスキルを学ぶことができます。プレゼ

実践的でインタラクティブな
英語教育
機械系 教授

Ihara Ikuo

井原 郁夫

ンのテーマは身の回りの道具、工業製品、物理現象、
自然現象などが対象で、学生自身が自由に選定し、そ
れについてパワーポイントで紹介します。プレゼンのコ

　渡日できないと知った時、私は本当に惨めな気持
ちになった。ひどく落ち込んだが、そんな気持ちのま
ま過ごしたくなかった。遠隔授業を受けることにな
り、突然、暇な時間ができた。それを無駄にせず、逆
境をチャレンジの機会としてとらえることにした。大
学の講義の他、人工知能のコース受講したり、毎日
運動したり、家族との時間を増やしたりした。人生に
はどうにもならないこともあるが、それにどう向き合
うかということに人間性が出る。それに、いつか必ず
日本に来られると信じていたし、一度たりとも絶望し
なかった。というのも、長岡技大の先生たちがいてく
れたからだ。2年もの間、毎週ミーティングをしてく
ださったおかげで、「私たちは忘れられていない。日
本にいなくても技大生なんだ」と実感することができ
たのだ。また、先生たちから大切なことも教えていた

世界は止まらない

工学専攻 機械工学分野 1年 （出身国：メキシコ）

マウリシオ アルベルト エルナンデス チャパ

Mauricio Alberto Hernandez Chapa

だいた。それは、世界が永遠に止まることはないとい
うことだ。地球はずっと回っていく。人の人生も進み
続ける。たとえ自分が止まっても、周囲は動き続け
て、自分だけが取り残される。だから慣れるしかな
い。どんな状況でも。どんな問題があろうとも。「残
念だ」と思ってもいい。でも、そこで止めてはいけな
い。その気持ちを超えて、逆境の中に光を見出す。長
いトンネルを抜けた先には必ず光が差しているのだ。

　2018年にハノイ工科大学に入学し、2年半という
長い期間、一生懸命勉強してきました。その後、
2021年にすぐに日本に来られると思いきや、まさか
コロナのせいで1年間もベトナムから遠隔で授業を受
けることになるとは、思いもよりませんでした。正直
がっかりしました。なかなか時差にも慣れず、勉強に
おいても理解できないところもあって、プレッシャー
を感じました。しかし、優しい先生方がいつも心配し
てくださり、1年にわたって毎週火曜日にオンライン
ミーティングもしてくださいました。生活、学業にお
いて何か困難なことはないかと聞いてくれ、寂しくな
らないように日本の色々なことを教えてくださいまし
た。日本に来てからも私たちが一日でも早く日本の
生活に慣れるように、生活に必要なことを丁寧に教
えてくださっています。先生方にはとてもありがたく

日本で優しい先生、先輩方が
待っていました
機械創造工学課程 ４年 （出身国：ベトナム）

グエン トゥイ チャン

Nguyen Thuy Trang

思います。また、先輩方もとても親切です。私が長岡
に着いた日に、アパート探しから口座開設までもろも
ろの手続きを助けてくれました。最も記憶に残ってい
ることは、私が一人で出かけて道に迷ってしまい不安
で泣きそうになった時、先輩が実験中だったにもか
かわらず、すぐに駆け付けてくれたことです。とても感
動しました。ですので、皆さんも心配しないでくださ
い。優しい先生、先輩方々がいつでもなんでも助けて
くれます。

ツは、「読む」のではなく「話す」
ことです。しかし、Zoomによるオ
ンラインでは、聴衆へのアイコン
タクトもできませんので、この授
業に限ってはやはり対面が効果的
であることを実感しています。

　Recently, there has been a movement in 
Japanese education to stress the necessity for 
Japanese students to think for themselves and 
express their opinions.  Of course, it is important 
to take initiative in articulating one’s opinion.  
One more necessary skill is the ability to 
understand and meet the standards of the 
people and world around us.  These standards or 
conventions exist in classrooms and conferences 
as well as in the workplace.

　For this purpose, vocabulary is necessary, as is 
an awareness of standards, forms, and tone of 
expression.  In particular, this is one important 
mission of an SGU (super global university), where 
we make a promise to our students: “When you 
graduate, you will have a part to play and can make 
a difference anywhere in the world.”  If students 
do not understand the global standards and 
expectations, they will be unable to meet them.

THE NEED TO UNDERSTAND
GLOBAL STANDARDS
基盤共通教育系

ドライアー ブライアン・セス

Brian Drier Seth

　In my class with Ihara-Sensei, we focus on 
presentation, because presentation skill is 
applicable in many situations and settings, and it 
contributes to the power of critical thinking and 
self-expression.  We seek to teach students 
appropriate vocabulary and expressions, as well 
as how to communicate their ideas more 
effectively.  If they can do so anywhere in the 
world, then they can meet global expectations, 
and they can make a difference̶from the 
classroom to the world beyond…

技大で国際体験特 集：
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技大で国際体験特 集：
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　本研究室では、博士課程学生など外国籍学
生が多いので、英語を日常的に使います。研究
室での進捗報告や、文献ゼミナールでも英語を
メインとすることが通常です。また、短期留学な
どでも頻繁に留学生が来ていたため、日本人学
生の全員からチューター体験してもらっていま
す。海外に行けた時期には、日本人学生もメキシ
コ、オーストラリア、インド、ドイツなど多くの国
の大学に留学していました。実験解析をするに
もマニュアルは英語と日本語を併記しますし、日
常の実験解析も共同で行います。変わったとこ
ろでは、毎週お茶会をみんなで開いて、短時間で
すが英語で会話する機会を作っています。留学
生のほうが日本語を早く習得することもありま
すが、それは必然性によるものです。
　このように書くと、さぞ英語が得意な学生ばっ
かり集まる特殊な環境のように見えますが、そ
んなことはありません。私自身も含め、英語が得
意な日本人学生はいないと思います。海外から
来たての留学生の会話スピードについていけず、
聴き直すこともしばしばです。もちろん、発音や
イントネーションも日本語なまりになってしまい
ますし、単語の羅列になってしまうこともあります。

英語をどう使うかは考えない

システム安全系 准教授

Otsuka Yuichi

大塚 雄市

それでも、留学生は快く話してくれます。
　むしろ、喋らざるをえない環境であったとして
も、使おうと一旦決めれば案外うまくいくもので
す。周りの留学生も、この日本人学生は多少でも
英語で話してくれるとわかれば、安心して話して
くれるようになります。使わない状態でいれば、
古い英会話テキストのように机の奥深くにしま
われたままです。日本人学生の背中をそっと押す
ような環境作りが必要なのだと感じます。少なく
とも、単語の羅列からでもコミュニケーションを
取ろうと四苦八苦する学生を見ていると、その
環境効果は十分あることが実感できます。そし
て、英語に苦手意識を持ちながらでも、日常的に
英語を使える環境は、確かに学内に存在し得る
と思います。

　量子・原子力統合工学分野では、教員の2割、
学生の半数が外国人です。このため、講義はほぼ
すべて日英併記で提供され、研究室内活動では日
本語と英語（時にベトナム語、中国語）が飛び交う
環境の中行われます。
　一例として、末松研究室では、メーリングリス
トに流れるすべての電子メールは、日英併記する

量子原子力系での
キャンパス内留学
量子原子力系 教授

Suematsu Hisayuki

末松 久幸

ことになっています。また、ゼ
ミ・ミーティングでは、全学生
が英語の資料を用意して発
表を行います。最初は戸惑う
日本人学生や非英語圏外国
人学生も、最初は時間をかけ
て、辞書や翻訳サイトを使っ
て伝えたいことをたどたどし
い英語に翻訳します。さらに、
研究発表中の英語での質疑
応答で、頭をフル回転させて
相手の意図をくみ取ろうとし
ます。この過程で、間違った文
法や拙い発音でのヘタな英
語が相手に伝わる成功体験
を積むことで、自信を持ち、英
語でのコミュニケーションを
怖がらなくなります。そして、

装置の整備、実験の遂行や、スポーツや休日の行
動も国籍問わず一緒に行うかけがえのない仲間
ができあがります。最後に、多くの学生は、学会発
表とその質疑応答を英語で行えるまでに成長しま
す。これまで、英語での学会や修士論文発表を指
示した学生は、全員成功裏に学会会場を後にして
います。これは、外国に行って留学体験することと
全く同一で、私たちは“キャンパス内留学”と呼んで
います。
　コロナ禍で海外経験が制限されている日本人
学生にも、日本を目指してやっとの思いで入国で
きた外国人学生にも、この経験と自信が彼らの将
来を明るくする貴重な経験となっていると考えて
います。

技大で国際体験特 集：

06 VOS No.222



　本研究室では、博士課程学生など外国籍学
生が多いので、英語を日常的に使います。研究
室での進捗報告や、文献ゼミナールでも英語を
メインとすることが通常です。また、短期留学な
どでも頻繁に留学生が来ていたため、日本人学
生の全員からチューター体験してもらっていま
す。海外に行けた時期には、日本人学生もメキシ
コ、オーストラリア、インド、ドイツなど多くの国
の大学に留学していました。実験解析をするに
もマニュアルは英語と日本語を併記しますし、日
常の実験解析も共同で行います。変わったとこ
ろでは、毎週お茶会をみんなで開いて、短時間で
すが英語で会話する機会を作っています。留学
生のほうが日本語を早く習得することもありま
すが、それは必然性によるものです。
　このように書くと、さぞ英語が得意な学生ばっ
かり集まる特殊な環境のように見えますが、そ
んなことはありません。私自身も含め、英語が得
意な日本人学生はいないと思います。海外から
来たての留学生の会話スピードについていけず、
聴き直すこともしばしばです。もちろん、発音や
イントネーションも日本語なまりになってしまい
ますし、単語の羅列になってしまうこともあります。

英語をどう使うかは考えない

システム安全系 准教授

Otsuka Yuichi

大塚 雄市

それでも、留学生は快く話してくれます。
　むしろ、喋らざるをえない環境であったとして
も、使おうと一旦決めれば案外うまくいくもので
す。周りの留学生も、この日本人学生は多少でも
英語で話してくれるとわかれば、安心して話して
くれるようになります。使わない状態でいれば、
古い英会話テキストのように机の奥深くにしま
われたままです。日本人学生の背中をそっと押す
ような環境作りが必要なのだと感じます。少なく
とも、単語の羅列からでもコミュニケーションを
取ろうと四苦八苦する学生を見ていると、その
環境効果は十分あることが実感できます。そし
て、英語に苦手意識を持ちながらでも、日常的に
英語を使える環境は、確かに学内に存在し得る
と思います。

　量子・原子力統合工学分野では、教員の2割、
学生の半数が外国人です。このため、講義はほぼ
すべて日英併記で提供され、研究室内活動では日
本語と英語（時にベトナム語、中国語）が飛び交う
環境の中行われます。
　一例として、末松研究室では、メーリングリス
トに流れるすべての電子メールは、日英併記する

量子原子力系での
キャンパス内留学
量子原子力系 教授

Suematsu Hisayuki

末松 久幸

ことになっています。また、ゼ
ミ・ミーティングでは、全学生
が英語の資料を用意して発
表を行います。最初は戸惑う
日本人学生や非英語圏外国
人学生も、最初は時間をかけ
て、辞書や翻訳サイトを使っ
て伝えたいことをたどたどし
い英語に翻訳します。さらに、
研究発表中の英語での質疑
応答で、頭をフル回転させて
相手の意図をくみ取ろうとし
ます。この過程で、間違った文
法や拙い発音でのヘタな英
語が相手に伝わる成功体験
を積むことで、自信を持ち、英
語でのコミュニケーションを
怖がらなくなります。そして、

装置の整備、実験の遂行や、スポーツや休日の行
動も国籍問わず一緒に行うかけがえのない仲間
ができあがります。最後に、多くの学生は、学会発
表とその質疑応答を英語で行えるまでに成長しま
す。これまで、英語での学会や修士論文発表を指
示した学生は、全員成功裏に学会会場を後にして
います。これは、外国に行って留学体験することと
全く同一で、私たちは“キャンパス内留学”と呼んで
います。
　コロナ禍で海外経験が制限されている日本人
学生にも、日本を目指してやっとの思いで入国で
きた外国人学生にも、この経験と自信が彼らの将
来を明るくする貴重な経験となっていると考えて
います。

技大で国際体験特 集：

07VOS No.222



　吹奏楽部は日々の楽器の個人練習、全体での合奏を
通して音楽を楽しむことを目的に活動しています。主な活
動は技大祭での演奏や各地域からの依頼演奏です。ま
た、毎年8月と３月には県内の大学の吹奏楽部が合同で
演奏会を開催しており、他大学との交流も盛んです。現
在は新型コロナウイルスの影響で活動が制限され、満足
に演奏できる機会が少なくなっていますが、できる範囲
で演奏会への出演やそれに向けた練習を行っています。
昨年度はよいたコミュニティコンサートと題した、長岡の
与板地区での演奏会に出演させていただきました。この
ような演奏をするうえで最も大切なことは人間関係で
す。先輩や後輩、演奏経験の多さなどの差はありますが、
いい音楽をもたらすために、お互いを尊重しあう関係を
築いていけたらと思います。今年度は14人もの新入部員

が入ってきたので，演奏する機会をより増やしていく予定
です。興味があれば足を運んでみてください。

情報・経営システム系

Part7 吹奏楽部

楽器を通して得られる交流

スポーツとデータサイエンス

　東京・北京と続いたオリンピックの興奮
冷めやらぬまま、年末にはFIFA World 
Cup Qatar 2022TMといったビッグイベ
ントも開催されます。近年の競技スポーツ
では、映像のみならずIoTセンサやウェアラ
ブル端末を使用し、競技者の動作検出、
技能・戦術分析といったデータ分析技術
が勝敗に関わるほどの影響を与えていま
す。東京オリンピックで12個のメダルを獲
得した柔道では、2016年に専用の映像
分析システムを開発し、4万件以上の試
合映像を分析して選手やコーチにフィード
バックしたそうです。野球では、様々なデー
タを統計学的に分析し、個人成績の指標

やチーム戦略、球団運営に役立てている
セイバーメトリクス(Sabermetrics)*がス
タンダードになりつつあります。これまで、
競技者・指導者・観戦者が経験的・感覚
的に認知・理解していた事を、テクノロ
ジーの進化によって「見える化」した成果
が実りつつあります。現代社会の課題解
決には、自身の専門分野にとらわれず、
様々な分野の知見を活かすことが求めら
れています。

情報・経営システム系 准教授 大橋 智志 Ohashi Satoshi

*アメリカ野球学会の略称SABR(Society for 
American Baseball Research)と測定基準
(metrics)の造語
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　本学は開学以来、実践的・指導的技術者の育成を
目的として、学部から大学院修士課程までを一貫とす
る教育プログラムを実施しています。この中で、実務
に習熟し、実務における問題意識と大学院での研究
を関連づけ、技術の開発を実践できるよう、修士課程
進学予定の学部４年生全員に、約４から５カ月間の企
業等における長期の「実務訓練」を必修科目としてい
ます。
　平成2年から海外実務訓練も実施しており、世界十
数カ国の本学と学術交流協定を結んでいる大学・研究
機関や企業を対象に、コロナ禍前には、毎年、70人前
後の学生を派遣していました。開学以来、約13,600名
の学生が実務訓練を履修しており、そのうち海外実務
訓練を履修した学生は、平成2年の開始から984名と
なります。
　海外実務訓練は、語学力に優れた学生はもちろんの
こと、明確な実施プランを持っている学生を派遣して
います。派遣期間は、派遣前後の語学研修を含み、国
内実務訓練より１か月長い約半年間になります。
　海外実務訓練は、英語でのコミュニケーションが基
本になりますが、英語を母国語としない国に派遣する
学生も多く、帰国する頃には、地域の人 と々、簡単なコ

これまでの海外実務訓練と
これから
実務訓練委員長／環境社会基盤系 教授

Iwasaki Eiji

岩崎 英治

ミュニケーションができるまでに現地の言葉を修得す
る学生も多く、異文化体験やコミュニケーションの重
要さを学び、国際性豊かな指導的技術者の素養を涵
養する貴重な機会になっています。
　残念ながら令和2年度と3年度は、国内実務訓練の
みとして，海外派遣は中止しました。なお、令和3年度
には、オンラインでの実務訓練が可能な機関において
のみ、数名の学生の海外実務訓練を実施しました。
　文部科学省では、大学間交流協定に基づく1年未満
の留学プログラムを再開し、日本学生支援機構による
支援も再開していることから、本学でも、学生の海外
派遣に関する条件として、①国・地域、②派遣機関、
③派遣学生に関する条件を策定し、令和4年度の海外
実務訓練の再開に向けた取り組みを開始しています。

技大で国際体験特 集特 集 技大で国際体験特 集：
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訓練を履修した学生は、平成2年の開始から984名と
なります。
　海外実務訓練は、語学力に優れた学生はもちろんの
こと、明確な実施プランを持っている学生を派遣して
います。派遣期間は、派遣前後の語学研修を含み、国
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学生も多く、帰国する頃には、地域の人 と々、簡単なコ

これまでの海外実務訓練と
これから
実務訓練委員長／環境社会基盤系 教授

Iwasaki Eiji

岩崎 英治

ミュニケーションができるまでに現地の言葉を修得す
る学生も多く、異文化体験やコミュニケーションの重
要さを学び、国際性豊かな指導的技術者の素養を涵
養する貴重な機会になっています。
　残念ながら令和2年度と3年度は、国内実務訓練の
みとして，海外派遣は中止しました。なお、令和3年度
には、オンラインでの実務訓練が可能な機関において
のみ、数名の学生の海外実務訓練を実施しました。
　文部科学省では、大学間交流協定に基づく1年未満
の留学プログラムを再開し、日本学生支援機構による
支援も再開していることから、本学でも、学生の海外
派遣に関する条件として、①国・地域、②派遣機関、
③派遣学生に関する条件を策定し、令和4年度の海外
実務訓練の再開に向けた取り組みを開始しています。

技大で国際体験特 集 技大で国際体験特 集：
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Q 楽器演奏と工学が結びつくのですか？
　楽器演奏は、基本的に「読譜（知覚）・読譜内容と演奏
の接続（認知）・演奏（身体運動）」の3過程で行われます。
その中でも読譜は、意味ある記号列を視覚情報として捉え
るという意味で文章を読む過程と似ており、昔から海外では
視線計測技術を使った読譜過程研究が行われていまし
た。奏者の演奏能力と読譜の間に一定の関係があること
は容易に予想されます。読譜という知覚情報、その情報処
理たる認知、その身体運動への表出過程の系統的な理
解、ひいては技能の熟達度・実施方略の推定には、経験
論だけでなく、計測データ解析や認知モデリングといった工
学的手法を用いることが重要です。

Q どの様な方法で研究するのでしょうか。楽譜が読め
ないとだめ？
私自身は過去にピアノを教えていましたが、総じて楽譜を
読める学生は少ないです。しかし、楽譜が読めず、音楽の
知識がない学生たちが研究成果を挙げ、学会で賞を取っ
た者もいます。研究手法は、大きく視線計測、計測結果の
解析や計測データに対する意味づけたる認知モデリング
が中心で、広義のデータマイニングに近いです。読譜時、は
例でしかなく、人の行動データを読み解き、人が知覚した情
報をどの様に認知・行動へ移していくのか、といった、日常
行動の理解を扱う研究になります。指導者が演奏指導す
る際も、気づかないだけで同じことを頭の中で行っているこ
とが多いです。

Q どの様な研究展開が予想されますか？
　コロナ禍がもたらした教育問題の一つに、技能教育をど
の様に遠隔で提供するか、がありました。保育者養成機関
では特に深刻だった様です。Society 5.0が現実解となり
つつある時代、こうした問題解決の一手法として、単なるビ
デオ会議システムによる演奏指導から一歩踏み込み、
Society 5.0的技能教育が構築されるといいなと思ってい
ます。先はまだまだ長いですが。

Q この研究に取り組むきっかけは何ですか？
　近年の地球温暖化に対する脱炭素社会に向けた研
究が、国内外の研究者によって精力的に進められてい
ます。これまで石油から得られる化成品は私たちの生活
を豊かなものにしてきましたが、使用後に廃棄されると大
気中の二酸化炭素の増加の原因になります。例えば、
自動車タイヤに用いられるポリブタジエンの原料となる
ブタジエンは、原料として石油製品の一つであるナフサ
を分解して得ていますが、脱石油原料への転換に関す
る研究が求められています。そこで、私たちはバイオマス
材料の一つである廃グリセリンを微生物発酵によりエリ
スリトールへ変換し、これを触媒によってブタジエンに変
換したものを原料として“バイオマスポリブタジエン”を合
成する研究に取り組んでいます。すでに石油ナフサ由
来ポリブタジエンと遜色ないバイオマスポリブタジエンの
合成に成功しています。この研究は、複数の大学／高
専と連携して行う課題解決型の分野横断型研究課題
であり、この研究の先にはSDGsのNo.9だけでなく、 
No.13の目標達成に繋げられると考えています。

Q 今後の研究課題は何ですか？
バイオマス材料についてはもう一つ、微細藻類から得

られる炭化水素を高分子材料の原料として用いる研究
にも取り組んでいます。微細藻類には、上述のブタジエ
ンと類似の分子構造を持つ“石油”（=炭化水素）を生
産する種類がいます。そこで、この藻類が作り出すバイ
オマス材料を原料にして新しいバイオマスゴムの開発に
も取り組んでいます。この藻類バイオマスは通常の石油
から得られない興味深い分子構造を有していることか
ら、既存のゴムとは異なる、これまでにない性質の材料
が得られるのではないかと研究を進めています。実はこ
ちらの研究も高専と連携しており、技大の強みが生かさ
れている研究課題だと思います。
　私は研究を通して、小さな分子を繋げて高分子にす
るように、人と人との繋がりも広げていきたいと思ってい
ます。

古くて新しい、演奏技能と
工学の融合

脱石油材料を用いた
高分子材料の創出を目指して
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准教授

中平 勝子

物質生物系
助教

戸田 智之38
No .
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PT ioneer
テクノロジー・パイオニア

echnology
　シリーズ「Technology Pioneer（テクノロ ジー・パイオニア）」では、本学の最先端
研究を幅広く紹介します。
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上村 直史
Kamimura NaofumiKamimura Naofumi

　ૉࣾ会のܗ成は、ਓྨの໋のҰつです。ࡏݱ、ٿ上΄΅
શҬにおいて、ੴ༉・ੴをΤωϧΪʔやϚςϦΞϧとしてར用するࣾ
会ج൫がߏங͞ れৗ的にΘれています。ૉࣾ会のୡ成には、
ਓྨが̍ ̑̌ 年ものࡀ を݄かけてってきた、このࣾ会ج൫を大きくస
ͤ͞ なけれなりまͤ Μ。
　ΤωϧΪʔはଠཅޫ、෩ྗ、ਫྗなどの࠶生ՄΤωϧΪʔに。Ұ
ํ、ϓϥενοΫなどのϚςϦΞϧはど͏ でしΐ͏ か。ࢲ、ࡏݱたͪ のの
ճりはϓϥενοΫであ;れ、ϓϥενοΫແしの生活はߟ ら͑れま
ͤΜ。
ྗを研究し、২όΠΦϚεからϓϥεは、ඍ生の࣭มࢲ　
νοΫのݪྉを生࢈するٕज़の։発にऔりΜでいます。そのٕज़が、
ະདྷのϓϥενοΫ生࢈に Μ́のۇかにでもݙߩできれخしいですͶ。

物質生物系 准教授

志田 洋介
Shida YosukeShida Yosuke

　ੴ༉ݯࢿにґଘしないڥௐࣾܕ会の成をࢦす機ӡがߴ
まっており、ඍ生の をྗ活用したߴՃՁな࣭生࢈ϓロηε
がٻめられています。ඍ生をޮ的に活用していくためには、ඍ生
の生き様をཧղし、その をྗ࠷大ݶに発͞ش ͤるඞཁがあります。
　研究室では、২のඇՄ৯෦であるηϧロʔεをάϧコʔεにま
でղできるࢳঢ়ە（ΧϏ）をλʔήοτとして、ࢳঢ়ەの߬ૉ生࢈ϝΧ
χζϜのղ໌をࢦすとともにそのར用にけた研究をਐめています。
また、ಘられたάϧコʔεをૉݯとして、ඍ生を活用した࣭生࢈
に関する研究をਐめていきます。
　には見 な͑いけれどύϫϑϧなඍ生の研究を௨して、新たなもの
をるتび、新たなものを࡞るتびを学生とかͪ ߹いながら研究をਐ
めていきたいとࢥいます。

物質生物系 准教授

加藤 哲平
Kato TeppeiKato Teppei

͞。のlϞσϧ化zに関する研究にऔりΜでいますݱは交௨ࢲ　
て、lϞσϧzとฉくとԿをࢥいුかるでしΐ͏ かʁࢲがѻ͏ のは、ϓϥzϞ
σϧlのΑ͏ なʮݱ実をした（؆୯化）したものʯです。交௨がର
とするਓ間の行動ݪཧは極めてෳࡶですので、Ϟσϧ化にΑってཧ
的にදݱすることでॳめて、༧ଌやূݕがՄになります。もͪ ΖΜ、
実ࡍはཧ的にදݱしきれないෳࡶなࣄがଘࡏしますが、 しࠩସ
ΘりにϞσϧをい、ࡦࢪのධՁを行͏ ことにはҰఆの؍٬性があ
りますので、こ͏ した研究はॏཁだとߟ て͑います。
　কདྷのࣄにܞΘる学生とࣾ会に出る直લまで৮れ߹͏ こと
に、ތりとを͡ײ ながら、教育・研究活動にऔりΜでいきたいとࢥ
います。

環境社会基盤系 講師

竹澤 宏樹
Takezawa HirokiTakezawa Hiroki

　2022年1݄1で本学にணし、ྗࢠݪγεςϜ学研究室
を୲しています。ઐはࢠݪ学です。本学ணલは、ॏ
大ࢲܥϝʔΧʔのܰਫ༌出ϓロδΣΫτϚωδϝϯτやཧܥ
でྗࢠݪの教育・研究などにैࣄしてきました。
　本学では、ౡୈҰྗࢠݪ発ిॴഇࢭાஔに関Θる೩ྉσϒϦ
औ出しྟք҆શ、์ ࣹ性ഇغをࣾ会に活かす์ࣹઢి、࠶生
ՄΤωϧΪʔとڠಇするʗଟ用్なখྗࢠݪܕγεςϜをςʔϚ
として、学生͞Μୡとྗを߹Θͤて研究։発にऔみます。ʮৗࡏ
戦場ʯをϧʔπに॓す長岡で、ࠃ外のύʔτナʔୡと࿈ܞしなが
ら、Ҭやࣾ会の発లを͑ࢧるਓࡐをഐ出しଓけるٕ大の͞らな
る発లにݙߩします。

量子原子力系 准教授

北條 理恵子
Hojo RiekoHojo Rieko

　γεςϜ҆શઐ߈では、機ցྨを҆શに設ܭ・することで、
ਓの҆શを֬อしています。ただし、ద用しているϦεΫࡦํݮ
がෆదであったり、いにくいものであった場߹は、ऀۀ࡞に
Ϙλϯをࢭってもら͑ないなどෆ߹が生͡ます。ಛに、ඇৗఀ
ແޮにするなどҙਤ的なෆ҆શ行動が発生する֬もߴくなりま
す。そこで、֨نࡍࠃにΑるϦεΫࡦํݮとಉ࣌に、用 ࡞ऀ）
ଆの行動を、ଌఆ・ੳ・ධՁし、কདྷ生͡る҆શ・ෆ҆શ（ऀۀ
行動の発生֬を༧ଌするඞཁがあります。この学は、҆ۀ࢈
શ行動ੳ学とݺれており、৺ཧ学のҰ学ではありますが、ਓ
や機ցの;るまいのఆྔଌఆとՊ学的ධՁにͮجいた研究を行っ
ています。

システム安全系 准教授

佐藤 大輔
Sato DaisukeSato Daisuke

の新学ཧ୳究をςʔϚにޚと੍生ՄΤωϧΪʔのม࠶、はࢲ
研究を行っています。ۙ 年、ଠཅޫやਫૉΤωϧΪʔར用の研究։発
がՃしていますが、新しいٕज़をීͤ͞ٴ るためには、性上のみ
ならず҆શの֬อもෆՄܽです。ྫ ͑、ଠཅిύωϧで発ిྔを
ޫ、するためにはݮのϦεΫをݥةなどࡂめつつՐߴ ΤωϧΪʔから
ࡏݱ。するඞཁがありますޚదに੍࠷をΤωϧΪʔへのม・ؾి
は、ࣗ 動ंࡌ用ଠཅిやখܕ೩ম発ిの新コϯηϓτをఏҊし、
学、ޫ 学、ಋମ学、̓ શ学などのࣝとٕज़をみ߹Θͤ
て、ి ྗมޮと৴པ性・̓ શ性の྆ํを上できるߏの設ܭに
औりΜでいます。एखの活ྗをଘに発شし、本学の発లそして
本のٕज़ྗ上にݙߩできるΑ͏ Ұਫ਼ਐいたします。

システム安全系 講師

髙橋 光子
Takahashi, MitsukoTakahashi, Mitsuko

ྺ・語学ݴ語学・Ԡ用ݴ語学で、ೝݴのઐはࢲ 語学ݴ࢙
など、ݴ語に関する͞ ま͟ まなを研究してきましたが、ಛに関৺を
っているのは、どのΑ͏࣋ に新しいݴ༿ができ、また、どのΑ͏ にݴ༿が
ม化するかとい͏ ことです。研究のΩʔϫʔυはʮϝλϑΝʔʯʮจ๏化ʯ

ʮ語ʯなどで、英語と本語をੳରとしています。長岡ٕज़Պ学
大学では英語のतۀを୲しています。तۀでは、Պ学ٕज़ので
͏ 英語のҙຯとҰൠのҙຯとはどのΑ͏ にҟなるかなどのをΑくし
ます。CasFはҰൠ的にはʮૅجʯとい͏ ҙຯですが、学のでは

ʮఈลʯやʮఈ໘ʯ、化学のではʮԘجʯとい͏ ҙຯでΘれます。こ
のΑ͏ にઐのݴ語学を活かして、तۀでは、ݴ༿のҙຯなどを しৄく
આ し໌たいとࢥっています。

基盤共通教育系 教授

日下 佳祐
Kusaka KeisukeKusaka Keisuke

　2021年11݄ 1けでಛࢣߨをഈ໋しましたԼՂ༞です。
ి、はࢲ するύϫʔΤϨΫτロχΫεにมޮߴΤωϧΪʔをؾ
ٕज़を֩として、ϫΠϠϨεిڅγεςϜに関する研究にऔりΜ
でいます。ϫΠϠϨεిڅγεςϜをిࣗؾ動ंにద用できれ、
ϢʔβはறंするだけでόοςϦをࣗ動的にॆిすることがՄと
なります。しかし実用化にあたっては、ਓମへのӨڹを੍するख
๏や、ޮ のվળ、์ ߏなど、まだまだ研究しなけれならな
いࣄがࢁ積みです。ϫΠϠϨεిڅγεςϜの։発にΑりిࣗؾ動
ंのརศ性をվળすることで、ి ڥٿ、ͤ͞ٴ動ंをීࣗؾ
ղܾのҰॿとなれるΑ͏研究։発にᬏਐしていきたいと͑ߟ
ています。

産学融合トップランナー養成センター
特任講師

私　抱負私　抱負の
W A T A S H I N O H O U H UW A T A S H I N O H O U H U

このϖʔδでは、ࢣߨ・।教तҎ上にঢ͞れたઌ生、
学外から新たにண͞れたઌ生を͝紹介します。
֤ઌ生から、今ޙの๊ෛについてࣥ͝චいただきました。
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上村 直史
Kamimura NaofumiKamimura Naofumi

　ૉࣾ会のܗ成は、ਓྨの໋のҰつです。ࡏݱ、ٿ上΄΅
શҬにおいて、ੴ༉・ੴをΤωϧΪʔやϚςϦΞϧとしてར用するࣾ
会ج൫がߏங͞ れৗ的にΘれています。ૉࣾ会のୡ成には、
ਓྨが̍ ̑̌ 年ものࡀ を݄かけてってきた、このࣾ会ج൫を大きくస
ͤ͞ なけれなりまͤ Μ。
　ΤωϧΪʔはଠཅޫ、෩ྗ、ਫྗなどの࠶生ՄΤωϧΪʔに。Ұ
ํ、ϓϥενοΫなどのϚςϦΞϧはど͏ でしΐ͏ か。ࢲ、ࡏݱたͪ のの
ճりはϓϥενοΫであ;れ、ϓϥενοΫແしの生活はߟ ら͑れま
ͤΜ。
ྗを研究し、২όΠΦϚεからϓϥεは、ඍ生の࣭มࢲ　
νοΫのݪྉを生࢈するٕज़の։発にऔりΜでいます。そのٕज़が、
ະདྷのϓϥενοΫ生࢈に Μ́のۇかにでもݙߩできれخしいですͶ。

物質生物系 准教授

志田 洋介
Shida YosukeShida Yosuke

　ੴ༉ݯࢿにґଘしないڥௐࣾܕ会の成をࢦす機ӡがߴ
まっており、ඍ生の をྗ活用したߴՃՁな࣭生࢈ϓロηε
がٻめられています。ඍ生をޮ的に活用していくためには、ඍ生
の生き様をཧղし、その をྗ࠷大ݶに発͞ش ͤるඞཁがあります。
　研究室では、২のඇՄ৯෦であるηϧロʔεをάϧコʔεにま
でղできるࢳঢ়ە（ΧϏ）をλʔήοτとして、ࢳঢ়ەの߬ૉ生࢈ϝΧ
χζϜのղ໌をࢦすとともにそのར用にけた研究をਐめています。
また、ಘられたάϧコʔεをૉݯとして、ඍ生を活用した࣭生࢈
に関する研究をਐめていきます。
　には見 な͑いけれどύϫϑϧなඍ生の研究を௨して、新たなもの
をるتび、新たなものを࡞るتびを学生とかͪ ߹いながら研究をਐ
めていきたいとࢥいます。

物質生物系 准教授

加藤 哲平
Kato TeppeiKato Teppei

͞。のlϞσϧ化zに関する研究にऔりΜでいますݱは交௨ࢲ　
て、lϞσϧzとฉくとԿをࢥいුかるでしΐ͏ かʁࢲがѻ͏ のは、ϓϥzϞ
σϧlのΑ͏ なʮݱ実をした（؆୯化）したものʯです。交௨がର
とするਓ間の行動ݪཧは極めてෳࡶですので、Ϟσϧ化にΑってཧ
的にදݱすることでॳめて、༧ଌやূݕがՄになります。もͪ ΖΜ、
実ࡍはཧ的にදݱしきれないෳࡶなࣄがଘࡏしますが、 しࠩସ
ΘりにϞσϧをい、ࡦࢪのධՁを行͏ ことにはҰఆの؍٬性があ
りますので、こ͏ した研究はॏཁだとߟ て͑います。
　কདྷのࣄにܞΘる学生とࣾ会に出る直લまで৮れ߹͏ こと
に、ތりとを͡ײ ながら、教育・研究活動にऔりΜでいきたいとࢥ
います。

環境社会基盤系 講師

竹澤 宏樹
Takezawa HirokiTakezawa Hiroki

　2022年1݄1で本学にணし、ྗࢠݪγεςϜ学研究室
を୲しています。ઐはࢠݪ学です。本学ணલは、ॏ
大ࢲܥϝʔΧʔのܰਫ༌出ϓロδΣΫτϚωδϝϯτやཧܥ
でྗࢠݪの教育・研究などにैࣄしてきました。
　本学では、ౡୈҰྗࢠݪ発ిॴഇࢭાஔに関Θる೩ྉσϒϦ
औ出しྟք҆શ、์ ࣹ性ഇغをࣾ会に活かす์ࣹઢి、࠶生
ՄΤωϧΪʔとڠಇするʗଟ用్なখྗࢠݪܕγεςϜをςʔϚ
として、学生͞Μୡとྗを߹Θͤて研究։発にऔみます。ʮৗࡏ
戦場ʯをϧʔπに॓す長岡で、ࠃ外のύʔτナʔୡと࿈ܞしなが
ら、Ҭやࣾ会の発లを͑ࢧるਓࡐをഐ出しଓけるٕ大の͞らな
る発లにݙߩします。

量子原子力系 准教授

北條 理恵子
Hojo RiekoHojo Rieko

　γεςϜ҆શઐ߈では、機ցྨを҆શに設ܭ・することで、
ਓの҆શを֬อしています。ただし、ద用しているϦεΫࡦํݮ
がෆదであったり、いにくいものであった場߹は、ऀۀ࡞に
Ϙλϯをࢭってもら͑ないなどෆ߹が生͡ます。ಛに、ඇৗఀ
ແޮにするなどҙਤ的なෆ҆શ行動が発生する֬もߴくなりま
す。そこで、֨نࡍࠃにΑるϦεΫࡦํݮとಉ࣌に、用 ࡞ऀ）
ଆの行動を、ଌఆ・ੳ・ධՁし、কདྷ生͡る҆શ・ෆ҆શ（ऀۀ
行動の発生֬を༧ଌするඞཁがあります。この学は、҆ۀ࢈
શ行動ੳ学とݺれており、৺ཧ学のҰ学ではありますが、ਓ
や機ցの;るまいのఆྔଌఆとՊ学的ධՁにͮجいた研究を行っ
ています。

システム安全系 准教授

佐藤 大輔
Sato DaisukeSato Daisuke

の新学ཧ୳究をςʔϚにޚと੍生ՄΤωϧΪʔのม࠶、はࢲ
研究を行っています。ۙ 年、ଠཅޫやਫૉΤωϧΪʔར用の研究։発
がՃしていますが、新しいٕज़をීͤ͞ٴ るためには、性上のみ
ならず҆શの֬อもෆՄܽです。ྫ ͑、ଠཅిύωϧで発ిྔを
ޫ、するためにはݮのϦεΫをݥةなどࡂめつつՐߴ ΤωϧΪʔから
ࡏݱ。するඞཁがありますޚదに੍࠷をΤωϧΪʔへのม・ؾి
は、ࣗ 動ंࡌ用ଠཅిやখܕ೩ম発ిの新コϯηϓτをఏҊし、
学、ޫ 学、ಋମ学、̓ શ学などのࣝとٕज़をみ߹Θͤ
て、ి ྗมޮと৴པ性・̓ શ性の྆ํを上できるߏの設ܭに
औりΜでいます。एखの活ྗをଘに発شし、本学の発లそして
本のٕज़ྗ上にݙߩできるΑ͏ Ұਫ਼ਐいたします。

システム安全系 講師

髙橋 光子
Takahashi, MitsukoTakahashi, Mitsuko

ྺ・語学ݴ語学・Ԡ用ݴ語学で、ೝݴのઐはࢲ 語学ݴ࢙
など、ݴ語に関する͞ ま͟ まなを研究してきましたが、ಛに関৺を
っているのは、どのΑ͏࣋ に新しいݴ༿ができ、また、どのΑ͏ にݴ༿が
ม化するかとい͏ ことです。研究のΩʔϫʔυはʮϝλϑΝʔʯʮจ๏化ʯ

ʮ語ʯなどで、英語と本語をੳରとしています。長岡ٕज़Պ学
大学では英語のतۀを୲しています。तۀでは、Պ学ٕज़ので
͏ 英語のҙຯとҰൠのҙຯとはどのΑ͏ にҟなるかなどのをΑくし
ます。CasFはҰൠ的にはʮૅجʯとい͏ ҙຯですが、学のでは

ʮఈลʯやʮఈ໘ʯ、化学のではʮԘجʯとい͏ ҙຯでΘれます。こ
のΑ͏ にઐのݴ語学を活かして、तۀでは、ݴ༿のҙຯなどを しৄく
આ し໌たいとࢥっています。

基盤共通教育系 教授

日下 佳祐
Kusaka KeisukeKusaka Keisuke

　2021年11݄ 1けでಛࢣߨをഈ໋しましたԼՂ༞です。
ి、はࢲ するύϫʔΤϨΫτロχΫεにมޮߴΤωϧΪʔをؾ
ٕज़を֩として、ϫΠϠϨεిڅγεςϜに関する研究にऔりΜ
でいます。ϫΠϠϨεిڅγεςϜをిࣗؾ動ंにద用できれ、
ϢʔβはறंするだけでόοςϦをࣗ動的にॆిすることがՄと
なります。しかし実用化にあたっては、ਓମへのӨڹを੍するख
๏や、ޮ のվળ、์ ߏなど、まだまだ研究しなけれならな
いࣄがࢁ積みです。ϫΠϠϨεిڅγεςϜの։発にΑりిࣗؾ動
ंのརศ性をվળすることで、ి ڥٿ、ͤ͞ٴ動ंをීࣗؾ
ղܾのҰॿとなれるΑ͏研究։発にᬏਐしていきたいと͑ߟ
ています。

産学融合トップランナー養成センター
特任講師

私　抱負私　抱負の
W A T A S H I N O H O U H UW A T A S H I N O H O U H U

このϖʔδでは、ࢣߨ・।教तҎ上にঢ͞れたઌ生、
学外から新たにண͞れたઌ生を͝紹介します。
֤ઌ生から、今ޙの๊ෛについてࣥ͝චいただきました。
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ホログラフィ再生像の画質評価法への試み

本間 俊将

一関工業高等専門学校
未来創造工学科 化学・バイオ系 准教授

本間 俊将

一関工業高等専門学校
未来創造工学科 化学・バイオ系 准教授未来創造工学科 化学・バイオ系 准教授

H O M M A  T O S H I M A S A

未来創造工学科 化学・バイオ系 准教授
　共同研究は私が高専に赴任した2018年
から始まりました。もともと長岡技科大下村雅
人教授（現名誉教授）の下でブドウ糖やビタミ
ンCなどを燃料とした発電システムの研究を
行っておりましたが、高専では新しい燃料に
チャレンジしたいと思い、微生物を使って木質
バイオマスの一種リグニンから有用物質を生
産する研究をしていた政井先生、上村先生に
相談したことがきっかけでした。携帯端末用燃
料電池には高い安全性と優れた経済性を併
せ持った燃料が必要です。地球上に豊富に
存在するものの価値が低いリグニンを微生物
の力で安全な燃料に変換できれば循環型社
会に適した発電システムになるかもしれないと
半ば夢のような発想からスタートしました。研究
室を立ち上げた直後で大変でしたが、連続で
共同研究助成に採択していただいたおかげで
本コンセプトを実証し、その有用性を示すこと

高野 邦彦

東京都立産業技術高等専門学校
ものづくり工学科情報通信工学コース
准教授

高野 邦彦

ものづくり工学科情報通信工学コースものづくり工学科情報通信工学コース
准教授

T A K A N O  K U N I H I K O

ホログラフィ再生像の画質評価法への試み

　ホログラフィは、ヒトが立体感を知覚す
る上で必要となる生理的な特性を満足する
ため、立体ディスプレイを開発する上で大
きく期待されています。一方で、ホログラ
フィでは光の回折現象を利用して像表示を
行うため、現状の空間光変調素子を用い
た場合には、表示される像の大きさ、およ
び視域の確保が課題となります。これを解
決する方法として、空間スクリーンに再生
像を拡大投影する手法があります。本研究
では、空間スクリーンへ拡大投影された再
生像の画質を客観的に評価するシステムの
開発を目的としました。貴学の圓道知博先
生と、評価用の空間像表示装置の構築、
再生像を結像する空間スクリーンの光学的
な特性評価、表示像の撮像結果の解析結
果から客観的な画質評価を行うためのモ
デル実験を行いました。今後も得られた解

ホログラフィ再生像の画質評価法への試み

　ホログラフィは、ヒトが立体感を知覚す
る上で必要となる生理的な特性を満足する
ため、立体ディスプレイを開発する上で大
きく期待されています。一方で、ホログラ
フィでは光の回折現象を利用して像表示を
行うため、現状の空間光変調素子を用い
た場合には、表示される像の大きさ、およ

析結果の検証を進めていく予定です。さら
に、昨年にはSTI-Gigaku2021にも参加さ
せていただき、学生にも良い経験となった
と考えております。

高専－長岡技大の共同研究

行っておりましたが、高専では新しい燃料に
チャレンジしたいと思い、微生物を使って木質

ができました。（T. Homma et al., 
　　　　　　　, 2021）さらに良いご報告が
できるよう引き続き連携していきます。

未利用リグニン由来の物質で発電する燃料電池の開発

ができました。（T. Homma et al., 
　　　　　　　, 2021）さらに良いご報告が
できるよう引き続き連携していきます。

Biomass　共同研究は私が高専に赴任した2018年
から始まりました。もともと長岡技科大下村雅
人教授（現名誉教授）の下でブドウ糖やビタミ
ンCなどを燃料とした発電システムの研究を
行っておりましたが、高専では新しい燃料に

　共同研究は私が高専に赴任した2018年
から始まりました。もともと長岡技科大下村雅
人教授（現名誉教授）の下でブドウ糖やビタミ
ンCなどを燃料とした発電システムの研究を
行っておりましたが、高専では新しい燃料に

ができました。（T. Homma et al., ができました。（T. Homma et al., 
　　　　　　　, 2021）さらに良いご報告が　　　　　　　, 2021）さらに良いご報告が
できるよう引き続き連携していきます。できるよう引き続き連携していきます。

ができました。（T. Homma et al., 
　　　　　　　, 2021）さらに良いご報告が
できるよう引き続き連携していきます。
and Bioenergy

な運営がはじまりました。

　本学は、学生2,150名と教職員350

名を合わせて2,500名のコミュニティ

です。執行部の一員として、学長をよ

く補佐してまいる所存です。

　縄文時代にヒスイや滑石などを

使った玉つくりの大集落であったこの

地にキャンパスがあります。今は、日

本全国からツワモノが集結し、技術に

磨きをかけています。私自身はラジオ

少年でしたので、元祖オタクとして負

けないように頑張ります。

　本年４月に長岡へ赴任してまいりま

した。私の最初の大学勤務は約40年

前でしたが、この間、大学を巡る情勢

は大きく変わりました。

　大学進学率は30％から55％へ大き

く伸び、大学というものが、より社会

にとって身近な存在となりました。と

同時に大学へは「社会的責任」が求

められるようになり、法律にも「大学

の教育研究に対する国民の要請にこ

たえ」と目的が記され、2004年から

各国立大学は独立した法人格を持

ち、自主性・自立性を生かした積極的

文部科学省では、科学技術に関す
る研究開発、理解増進等において
顕著な成果を収めた者を「科学技
術分野の文部科学大臣表彰」とし
て顕彰しており、本学の「共用分析
機器の支援体制構築とリモート化
への貢献」の実績が認められ、右
記5名が受賞しました。

受 賞 報 告

河原 夏江技術支援センター 技術専門職員

豊田 英之技術支援センター 技術専門員

近藤 みずき技術支援センター 技術専門員

高橋 美幸技術支援センター 技術専門職員

宮 正光技術支援センター 技術職員

令和4年度科学技術分野の文部科学大臣表彰研究支援賞

　科学技術賞（研究支援賞）は、科学技
術の発展や研究開発の成果創出に向け
て、高度で専門的な技術的貢献を通じて
研究開発の推進に寄与する活動を行った
者を顕彰するものです。
　受賞者5名は長年にわたり、分析計測
センターを中心に共用分析機器の管理・
運用に関する技術支援を行い、業務の効
率化や機器利用増進に寄与し、分析機器
担当技術職員の専門技術を活かした支援

体制を構築してきました。近年では、オン
ライン測定における分析機器操作を担当
し、リモート利用を考えた分析機器共用
ネットワークの基盤形成と実証実験に貢
献しています。また、リモート機器を用い
たオンライン講習会に寄与し、学内外の
研究増進やアウトリーチ型研究者・技術
者育成にも貢献しています。

科学技術賞（研究支援賞）

「共用分析機器の支援体制構築とリモート化への貢献」

学での受ࣜ

受賞の概要

佐藤 安紀 Sato Yasunori副学長・事務局長

ステークホルダーの皆さまとともに
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ホログラフィ再生像の画質評価法への試み

本間 俊将

一関工業高等専門学校
未来創造工学科 化学・バイオ系 准教授

H O M M A  T O S H I M A S A

　共同研究は私が高専に赴任した2018年
から始まりました。もともと長岡技科大下村雅
人教授（現名誉教授）の下でブドウ糖やビタミ
ンCなどを燃料とした発電システムの研究を
行っておりましたが、高専では新しい燃料に
チャレンジしたいと思い、微生物を使って木質
バイオマスの一種リグニンから有用物質を生
産する研究をしていた政井先生、上村先生に
相談したことがきっかけでした。携帯端末用燃
料電池には高い安全性と優れた経済性を併
せ持った燃料が必要です。地球上に豊富に
存在するものの価値が低いリグニンを微生物
の力で安全な燃料に変換できれば循環型社
会に適した発電システムになるかもしれないと
半ば夢のような発想からスタートしました。研究
室を立ち上げた直後で大変でしたが、連続で
共同研究助成に採択していただいたおかげで
本コンセプトを実証し、その有用性を示すこと

高野 邦彦

東京都立産業技術高等専門学校
ものづくり工学科情報通信工学コース
准教授

T A K A N O  K U N I H I K O

　ホログラフィは、ヒトが立体感を知覚す
る上で必要となる生理的な特性を満足する
ため、立体ディスプレイを開発する上で大
きく期待されています。一方で、ホログラ
フィでは光の回折現象を利用して像表示を
行うため、現状の空間光変調素子を用い
た場合には、表示される像の大きさ、およ
び視域の確保が課題となります。これを解
決する方法として、空間スクリーンに再生
像を拡大投影する手法があります。本研究
では、空間スクリーンへ拡大投影された再
生像の画質を客観的に評価するシステムの
開発を目的としました。貴学の圓道知博先
生と、評価用の空間像表示装置の構築、
再生像を結像する空間スクリーンの光学的
な特性評価、表示像の撮像結果の解析結
果から客観的な画質評価を行うためのモ
デル実験を行いました。今後も得られた解

析結果の検証を進めていく予定です。さら
に、昨年にはSTI-Gigaku2021にも参加さ
せていただき、学生にも良い経験となった
と考えております。

高専－長岡技大の共同研究

ができました。（T. Homma et al., 
　　　　　　　, 2021）さらに良いご報告が
できるよう引き続き連携していきます。

未利用リグニン由来の物質で発電する燃料電池の開発

Biomass
and Bioenergy

な運営がはじまりました。

　本学は、学生2,150名と教職員350

名を合わせて2,500名のコミュニティ

です。執行部の一員として、学長をよ

く補佐してまいる所存です。

　縄文時代にヒスイや滑石などを

使った玉つくりの大集落であったこの

地にキャンパスがあります。今は、日

本全国からツワモノが集結し、技術に

磨きをかけています。私自身はラジオ

少年でしたので、元祖オタクとして負

けないように頑張ります。

　本年４月に長岡へ赴任してまいりま

した。私の最初の大学勤務は約40年

前でしたが、この間、大学を巡る情勢

は大きく変わりました。

　大学進学率は30％から55％へ大き

く伸び、大学というものが、より社会

にとって身近な存在となりました。と

同時に大学へは「社会的責任」が求

められるようになり、法律にも「大学

の教育研究に対する国民の要請にこ

たえ」と目的が記され、2004年から

各国立大学は独立した法人格を持

ち、自主性・自立性を生かした積極的

文部科学省では、科学技術に関す
る研究開発、理解増進等において
顕著な成果を収めた者を「科学技
術分野の文部科学大臣表彰」とし
て顕彰しており、本学の「共用分析
機器の支援体制構築とリモート化
への貢献」の実績が認められ、右
記5名が受賞しました。

受 賞 報 告

河原 夏江技術支援センター 技術専門職員

豊田 英之技術支援センター 技術専門員

近藤 みずき技術支援センター 技術専門員

高橋 美幸技術支援センター 技術専門職員

宮 正光技術支援センター 技術職員

令和4年度科学技術分野の文部科学大臣表彰研究支援賞

　科学技術賞（研究支援賞）は、科学技
術の発展や研究開発の成果創出に向け
て、高度で専門的な技術的貢献を通じて
研究開発の推進に寄与する活動を行った
者を顕彰するものです。
　受賞者5名は長年にわたり、分析計測
センターを中心に共用分析機器の管理・
運用に関する技術支援を行い、業務の効
率化や機器利用増進に寄与し、分析機器
担当技術職員の専門技術を活かした支援

体制を構築してきました。近年では、オン
ライン測定における分析機器操作を担当
し、リモート利用を考えた分析機器共用
ネットワークの基盤形成と実証実験に貢
献しています。また、リモート機器を用い
たオンライン講習会に寄与し、学内外の
研究増進やアウトリーチ型研究者・技術
者育成にも貢献しています。

科学技術賞（研究支援賞）

「共用分析機器の支援体制構築とリモート化への貢献」

学での受ࣜ

受賞の概要

佐藤 安紀 Sato Yasunori副学長・事務局長

ステークホルダーの皆さまとともに
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開　催　内　容

電　話：0258-47-9209
メール：skoho@jcom.nagaokaut.ac.jp

【お問合せ】 

長岡技術科学大学 大学戦略課企画・広報室

長岡技術科学大学では、下記のとおりオープンキャンパスを開催します。
本学のキャンパスで対面で開催するのは、３年ぶりとなります。

ぜひ多くの方からのご参加をお待ちしています！

研究室ってどんなところ？どんなテーマで研究しているの？
数ある研究室の中から当日は約60の研究室を大公開。実
際に研究室を訪れて先輩学生に質問できます！

在学生が学生生活をご紹介する他、大学の先生による、高
校生・高専生のみなさんに向けたミニ講義を実施します。

公開研究室 ミニ講義・在学生による分野説明

新潟県長岡市上富岡町1603-1長岡技術科学大学8 6 土

令和4年

月 日
10:00-15:30

など● 個別相談会 ● 宿舎見学 ● 入試説明会 ● 高専向け保護者説明会その他

※ミニ講義の様子は、後日YouTubeで配信
いたします。会場にお越しになれない方
は、ぜひこちらもご覧ください。

詳細はオープンキャンパスの
特設サイトをご覧ください！

会　場

時　間

開催します
オープンキャンパスを

2022
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0
2
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編集発行 長岡技術科学大学広報委員会
◎本誌に対するご意見等は下記までお寄せ下さい。
〒940-2188 新潟県長岡市上富岡町1603-1
TEL. 0258-47-9209　FAX. 0258-47-9010（大学戦略課企画・広報室）
E-mail ： skoho@jcom.nagaokaut.ac.jp　URL ： https：//www. nagaokaut. ac.jp/

VOSの由来 本学のモットーである、Vitality,Originality,Servicesの頭文字をとって、本学初代学長の故川上正光氏により名付けられました。

本学は海外からの学生の受け入れだけでなく、海外への送り出しも積極的に行っています。その交流もコロナ禍で滞っていましたが、今年
度になり少しずつ活発化してきています。そこで、本学の英語教育、研究室における教育研究活動、海外実務訓練などについて紹介するこ
とで、これらの間にある隠れた関係性を見つめ直す機会を設けてみました。本学には様々な学びや成長の場が広がっています。積極的に
活用することを願っております。

編 集 後 記




